
委員一覧 ※欠席委員は網掛け表示

氏名 所属等 氏名 所属等 氏名 氏名 所属等

1 小林　治彦 東京都商工会議所連合会 19 髙地　伸司 東京都公立高等学校定通PTA連合会
中嶋　麻理子

（代理　時友　雅子）

福祉保健局少子社会対策部

子供・子育て計画担当課長

2 清水　晋 東京都商工会連合会 20 小林  輝美 東京都特別支援学校PTA連合会
牧野　晃浩

（代理　桑山　隆実）

産業労働局商工部

創業支援課長

3 山鼻　恵子 一般社団法人東京経営者協会 21 山﨑　恵 公益社団法人東京青年会議所 野呂　崇
産業労働局雇用就業部

就業施策調整担当課長

4 加藤　仁 東京都中小企業団体中央会 22 市村　敏和 東京都商店街振興組合連合会 赤羽　朋子
生活文化局都民生活部

男女平等参画担当部長

5 佐藤　成知 一般社団法人東京工業団体連合会 23 鈴木　栄子 JA東京女性組織協議会 菅野　雄一郎
生活文化局都民生活部

男女平等参画課長

6 二木　玲子 東京中小企業家同友会 24 樋口  清一 一般社団法人日本書籍出版協会 加藤　美佳子
生活文化局都民生活部

東京ウィメンズプラザ所長

7 島﨑　美奈子 公益社団法人東京都医師会 25 坂本　隆 一般社団法人日本雑誌協会

8 黒田　美喜子 公益社団法人東京都看護協会 26 古川　由香 日本労働組合総連合会東京都連合会

9 前田　哲 東京都私立幼稚園連合会 27 髙須　光代
特定非営利活動法人

東京都地域婦人団体連盟

10 月本　喜久 東京都私立幼稚園PTA連合会 28 松野　玲子 東京都生活協同組合連合会

11 山口　博子 東京私立初等学校協会 29 阿久津　照美 公益社団法人被害者支援都民センター

12 川添　一郎 東京私立初等学校父母の会連合会 30 大貫　成子 国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョン

13 篠原　聡子 一般社団法人日本私立大学連盟 31 杉原　志保
特定非営利活動法人

NPOサポートセンター

14 山中　祥弘
公益社団法人

東京都専修学校各種学校協会
32 高山　和久 東京ボランティア・市民活動センター

15 平岡　三和子
東京都公立幼稚園・こども園

ＰＴＡ連絡協議会
33 治部　れんげ

東京工業大学リベラルアーツ研究教育院

准教授

16 鈴木　奈保子 一般社団法人東京都小学校PTA協議会 34 大沢　真知子 日本女子大学名誉教授

17 小紫　貴子 東京都公立中学校PTA協議会 35 鹿嶋　敬 一般財団法人女性労働協会顧問

18 藤井　真由美 東京都公立高等学校PTA連合会
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女性も男性も輝く TOKYO 会議設置要綱 

 

          平成２９年７月６日 

         ２９生都平第６８号 

                            

（設置目的） 

第１ 東京都男女平等参画基本条例（平成１２年東京都条例第２５号）第８条に基づく行動計画である 

東京都男女平等参画推進総合計画（以下「総合計画」という。）の推進に関して、都民及び事業者と

都とが連携・協力し、あらゆる場における女性の活躍を進め、もって男女が対等な立場であらゆる

活動に参画し、責任を分かち合う男女平等参画社会を実現することを目的として、女性も男性も

輝く TOKYO 会議（以下「輝く TOKYO 会議」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２ 輝く TOKYO 会議の所掌事項は、次のとおりとする。 

（１）総合計画の取組及び進行管理に関すること。 

（２）女性活躍推進の気運醸成に向けた情報発信に関すること。 

（３）女性活躍推進に向けた取組に関する検討及び提案に関すること。 

（４）その他、設置目的の達成のために必要と認められること。 

 

（構成） 

第３ 輝く TOKYO 会議は、次の委員により構成する。 

（１）別表に掲げる関係機関・団体から推薦のあった者 

（２）コーディネーター ３名以内  

 

（委員の委嘱） 

第４ 第３の委員については、東京都生活文化局長が委嘱する。 

 

（委員の任期） 

第５ 委員の任期は、委嘱の日から２年以内とする。ただし、再任を妨げない。 

なお、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（コーディネーター） 

第６ コーディネーターは、学識経験者をもって充て、輝く TOKYO 会議の円滑な運営を専門的な立場 

から支援する。 

 

（座長の職務及び代理） 

第７ 輝く TOKYO 会議に座長を置く。 

２ 座長は、委員の互選により選任する。 

３ 座長は、輝く TOKYO 会議を代表し、会務を総括する。 

４ 座長に事故があるときは、委員のうちから座長があらかじめ指名する者が職務を代理する。 

 

 

 

（招集等） 

第８ 輝く TOKYO 会議は、座長が招集する。 

２ 座長が必要があると認めるときは、委員以外の者に会議への出席を求め、意見を聴くことができる。 

 

（会議等の公開） 

第９ 輝く TOKYO 会議は、公開とする。ただし、座長の決定により非公開とすることができる。 

２ 会議録等は、原則として公開するものとする。ただし、座長が公開しないことを適当と認める事項

については、非公開とすることができる。 

 

（オブザーバー） 

第 10 輝く TOKYO 会議にオブザーバーを置くことができる。  

 

（謝礼金の支払） 

第 11 コーディネーターに対し、謝礼金を支払うことができる。 

 

（事務局） 

第 12 生活文化局都民生活部男女平等参画課に事務局を置く。 

２ 輝く TOKYO 会議の庶務は、事務局において処理する。 

 

（その他） 

第 13 この要綱に定めるもののほか、輝く TOKYO 会議の運営に関して必要な事項は、別に定める。 

 

   附  則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成２９年７月６日から施行する。 

（旧要綱の廃止） 

２ 東京都男女平等参画を進める会設置要綱（平成１３年８月２３日付１３生文総参第９１号）、東京 

都女性活躍推進会議設置要綱（平成２６年４月３０日付２６生都平第９号）及び東京都女性活躍推進 

会議専門委員会設置要綱（平成２６年４月３０日付２６生都平第１０号）は廃止する。 

 



議事次第

１ 東京都が実施する男女平等参画の取組について

２ 都の審議会等における女性委員の任用促進について

３ 次期男女平等参画推進総合計画の策定について

４ 東京都の男女平等参画施策への意見



１ 東京都が実施する男女平等参画の取組について



女性も男性も輝くTOKYO会議について
所掌事項（要綱第2）

（１）総合計画の取組及び進行管理に関すること。

（２）女性活躍推進の気運醸成に向けた情報発信に関すること。

（３）女性活躍推進に向けた取組に関する検討及び提案に関すること。

⇒東京都の取組に対する委員からの意見について、関係する事業部署に共有を行い、

東京都全体の女性活躍推進の取組を加速



女性の悩み相談サイト「ＴＯＫＹＯメンターカフェ」を開設

～誰かの「経験」があなたの「力」に～

悩みを抱える女性と、
同じような経験を持つ
都民をつなぐ掲示板サイト

https://www.mentor-cafe.metro.tokyo.lg.jp/

https://www.mentor-cafe.metro.tokyo.lg.jp/


女性の悩み相談サイト「ＴＯＫＹＯメンターカフェ」を開設

“人と人をつなぐ”

ちょっとした悩みや不安などの相談

➣仕事や子育て等の経験者が
「都民メンター」となってアドバイス

➣悩みに寄り添い、次の一歩を踏み
出すきっかけとなるよう支援



主に就業前の若者が、
気軽に楽しみながら
「キャリアデザイン」を知
ることを目的にしたWeb
サイト

若者がキャリアデザインを知るサイト「ＷＩＬＬキャリッジ」を開設

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/danjo/wlb_top/0000001543.html

https://www.seikatubunka.metro.tokyo.lg.jp/danjo/wlb_top/0000001543.html


【主なコンテンツ】
 myキャラ発見ゲーム
簡単な質問に答えることで、自分の性格や価値観などをキャラクター別に診断

 先輩たちのキャリアデザイン
看護師の男性や建設業界で働く女性、タレントなど、さまざまな分野で
活躍する10人の話を動画や記事で紹介

このほかにも、学生と社会人のキャリアデザイン座談会レポートや専門家による解説等も掲載

若者がキャリアデザインを知るサイト「ＷＩＬＬキャリッジ」を開設

選択結果によってキャラクターや持ち物が変化！



働く女性のメンタルヘルス講演会

パパママサミット2020

令和２年度女性活躍推進事業

働く女性への支援

男性の家事・

育児参画

働くあなたのスキルアップセミナー

○今年度、新型コロナウイルス感染症対策のため、
集客型ではなく、無観客で収録したものをオンデマンドで配信する形式に変更。

令和2年11月30日（月）～オンデマンド配信

令和2年12月25日（金）～オンデマンド配信

令和3年 3月 5日（金）～オンデマンド配信

パパママサミット2020配信動画 働くあなたのスキルアップセミナー配信動画

▼全体版（全４部構成） ▼ダイジェスト版 ▼全体版 ▼ダイジェスト版



パパママサミット２０２０

○テーマ 「“話し愛”＆“関わり愛”で私たちの『新しい日常』を創る」

○内容 コロナ禍での過ごし方や働き方、パパの育休取得、パパとママと
で家事・育児をシェアするコツなどを語り合う、パネルディスカ
ッションを配信。

○出演者
パネリスト 小林 よしひさ 氏 （タレント、元「NHK体操のお兄さん」）

中村 一 氏 （兼業作家、元IT企業社員）
吉田 大樹 氏 （労働・子育てジャーナリスト）
和田 明日香 氏 （食育インストラクター）

モデレーター 天野 ひかり 氏
（NPO法人親子コミュニケーションラボ代表理事）

働くあなたのスキルアップセミナー

○テーマ 「テレワークで自分らしい働き方を
セルフマネジメントで“わたしスタイル”を手に入れる」

○内容 ワークとライフが「自宅」という同一空間内で行われるテレワー
クについて、心身の健康を保ちながら仕事の生産性を高めていく
ために、石倉さん流のタイムマネジメントや働き方のコツ、仕事
環境の整え方等、自分らしい働き方についてのヒントを、対談形
式で配信。

○出演者
講師 石倉 秀明 氏 （株式会社キャスター 取締役COO）
モデレーター 大塚 万紀子 氏

（株式会社ワーク・ライフバランス パートナーコンサルタント）

グラフィックレコーディング

サミットの内容を、ビジュアルファシリテーターが絵や文字を
使って可視化し、わかりやすくまとめています。

※グラフィックレコーディングは、東京ウィメンズプラザホーム
ページからダウンロードできます。



事業概要

内 容：子育て家庭が「子育て応援とうきょうパスポート」（以下「パスポート」）を提示すること
により、協賛店から子育てを応援するサービスを受けることができる仕組み

目 的：社会全体で子育て家庭を応援する機運の醸成
事業開始：平成２８年１０月１日（平成３０年２月２３日アプリ配信開始）

事業の仕組み

子育て応援とうきょうパスポート事業

【協賛店登録】
① 本事業に協賛する企業・店舗等（以下「協

賛店」）が、都に登録申請
② 都が「協賛店」として登録 → パスポート

のポータルサイトやアプリで情報を公表
③ 協賛店等は、店頭等に協賛ステッカーを掲示

【パスポート交付・利用】
① 都が、１８歳未満の子供がいる世帯又は妊

娠中の方がいる世帯（以下「利用者」）に
対し、パスポートを交付

② パスポートを提示した利用者に対し、協賛
店が様々な子育て応援サービスを提供



パスポートの種類

【紙パスポート】
区市町村の子育て支援担当窓口等で配布

協賛店等

【協賛店登録数】 5,431店（令和3年4月1日現在）

【提供サービスの種類等】

（※その他、希望者に点字対応パスポートを送付）

【デジタルパスポート】
・アプリ又はポータルサイトで取得可能
・スマートフォン等の画面に表示して使用

サービスの種類 店舗数 割合
（重複登録有）

①粉ミルクのお湯の提供 1,480 27.3%

②おむつ替えスペースあり 1,337 24.6%

③トイレにベビーキープ設置 521 9.6%

④授乳スペースあり 807 14.9%

⑤キッズスペースあり 846 15.6%

⑥ベビーカーの入店可能 2,725 50.2%

⑦景品の提供 857 15.8%

⑧ポイントの付与 341 6.3%

⑨商品の割引 2,418 44.5%

⑩その他 1,274 23.5%

※フレンドリー・サービス（①～⑥）実施率＝60.9%
※商品の割引等（⑦～⑨）実施率＝73.6%

【協賛ステッカー】

＜全国共通展開＞
本事業は、都のパス
ポートを他の道府県
で利用することが可
能です。

＜利用者登録数＞
134,570件

（令和3年3月末現在）



「社会全体で子育てを支援する取組を推進することにより、子供と子育て家庭を応援する機運の醸成」を実現するた
めに東京都が実施する「子供・子育て応援とうきょう事業」の取組に賛同する企業・団体を「協働会員」として登録
し、取組の情報（活動内容、イベント情報等）を掲載しています。協働会員の事業や取組をPRする場として活用する
ことができるほか、協働・連携のきっかけをつくる場として活用できます。

都内の各自治体が提供する行政サービスを地域別・カテゴリ別に検索することができます。検索されたサービスの
ページには、各自治体のホームページのリンク先及び担当部署の連絡先を表示しています。

多様な視点から子育てを考えるための情報を発信しています。

【地域の団体活動紹介】先駆的な取組を実践している団体等の活動を定期的に紹介しています。
【子育てお役立ち情報】子育てに関する単語や豆知識、リンク集などを掲載しています。
【親子で体験レポート】子育て支援団体・施設等の活動について、子育て当事者親子の体験を通して紹介しています。

サイトTOPページのイメージ【スマホ画面】
（令和3年10月リニューアル予定）







テレワークを活用した女性の雇用拡大事業

〇育児・介護等と仕事の両立を図る女性の就業機会の拡大に向けて、再就職準備プログラムや個別カウンセリン
グを実施するとともに、テレワークが可能な求人を開拓し、女性求職者とテレワーク企業とのマッチングを支援

合同就職面接会 企 業
（テレワーク求人）

再就職準備プログラム・個別カウンセリング

コロナの影響を受け
離職した方

育児・介護等との両立が困難で
離職した方

テレワークを希望する女性求職者

再就職支援民間事業者 求人開拓

東京労働局（ハローワーク）

協力（広報等）

①女性再就職準備プログラム【50名・託児付き】 ※後日、実施内容をオンラインでも配信

②テレワーク企業の求人開拓【50社】

③合同就職面接会（マッチングイベント）【200名・50社・託児サービス付き】



２ 都の審議会等における女性委員の任用促進について



審議会等における女性委員任用率の推移
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審議会等における女性委員任用促進

〇新たな目標
令和４年度末までに４０％以上

〇専門知識や知見を持つ女性を公募する
など、女性委員の任用を促進



３ 次期男女平等参画推進総合計画の策定について



次期「東京都男女平等参画推進総合計画」の改定について

○東京都男女平等参画推進総合計画（※１）の計画期間が
令和３年度末で終了
東京都男女平等参画審議会（※２）を設置し、「改定に当たっての基本的
考え方」を諮問

○審議会答申を踏まえ、令和３年度末までに計画を改定

※１ 女性活躍推進、配偶者暴力防止等の男女平等参画の促進に関する
都の施策及び都民・事業者の取組の行動計画

※２ 令和３年４月に第６期審議会を設置。委員24名。
会長 田中優子 法政大学名誉教授



改定の方向性

「男女平等参画推進総合計画」改定に係る基本的考え方について

● 給与格差（女性は男性の約73％）
● 勤続年数の男女差
● 女性管理職比率 9.８%
● 男女の家事・育児時間差（5時間1分）

根強い固定的性別
役割分担意識の変革

〇 働きながら子育て・介護等を両立できる環境の整備

〇 あらゆる場における女性の意思決定への関与

〇 非正規雇用を選択せざるを得ない、雇用環境の改善

〇 男性が当然に家事・育児に参画する気運の醸成

〇 性別に左右されない進路・職業選択の意識形成

〇 男女間のあらゆる暴力の根絶

〇 様々な悩みや不安をもつ女性へのサポート体制の充実

誰もが安心して働き続けられる
社会の仕組みづくり

男女間のあらゆる暴力の
根絶

● テレワークのさらなる普及と定着
● 男性以上に不安定な女性の就業環境
● 在宅時間増による女性の家事・育児負担の増加
● 配偶者暴力等の増加の懸念

さらに、コロナ禍を契機に新たな問題が表出

男女平等参画は徐々に進んでいるが、世界からは遅れ
働く場を中心に男女格差は依然大きい

世界の変化のスピードに追い付くとともに、新たな課題に
対応するため多角的な視点に立った取組が必要

現総合計画が令和３年度末で終了。第６期男女平等参画審議会を設置し、「改定にあたっての基本的考え方」 を諮問。

答申を踏まえ、令和３年度末までに改定（次期計画期間：令和４～８年度の５か年）

３つの切り口で取組を加速

困難な状況に置かれた女性等の支援を念頭に置き施策を展開

審議会配布資料



人の「行動変容」を促す。「意識改革」だけでは進まない。「仕組み」があって、はじめて「意識改革」が「行動」につながる。

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心
して働き続けられる社会の仕組みづくり誰もが安心して働き続けられる社会の「仕組み」づくり 根強い固定的性別役割分担「意識の改革」両輪

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き続
けられる社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き
続けられる社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き続
けられる社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き続けら
れる社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き続
けられる社会の仕組みづくり

「働く」の仕組みづくり
・テレワーク等柔軟な働き方の普及・定着
・起業、就職・再就職等の支援充実

「働く」の意識改革
・長時間労働慣行の見直し
・女性の管理職登用や女性が少ない分野への参画促進

「両立」の仕組みづくり
・雇用環境の整備促進
・育児休業や介護休業制度の活用促進

「家事・育児」の意識改革
・働く場における理解・サポートの促進
・当事者夫婦を含む社会全体の意識改革・行動変容

「都庁内」における意識改革
・審議会等の女性委員の任用率向上
・都庁内の女性管理職比率の向上

施策の主な柱 施策の主な柱

次期計画における施策の主な柱（素案）

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き
続けられる社会の仕組みづくり

「子育て等」の仕組みづくり
・保育、介護サービスの充実
・社会全体で子育てをサポートする体制づくり

取組を加速

審議会配布資料



男女間のあらゆる暴力の根絶

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心し
て働き続けられる社会の仕組みづくり都の配偶者暴力相談支援センターの充実 区市町村・民間団体等の支援及び連携両輪

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き
続けられる社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き続けられる
社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き続けられる社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働
き続けられる社会の仕組みづくり

身近な地域での相談窓口の充実
・区市町村配偶者暴力相談支援センター機能の充実
・アウトリーチ活動
・出前講座

施策の柱 施策の柱

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き
続けられる社会の仕組みづくり

自立生活再建のための総合的な支援体制整備
・自立支援講座の充実
・就労支援、住宅確保、子供のケア体制の充実

暴力を許さない社会形成のための啓発と早期発見
・セミナーや講演会、パンフレット等による普及啓発

誰誰もが安心して働き続けられる
社会の仕安心して働き続けられる

社会の仕組みづくり
誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き

続けられる社会の仕組みづくり

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き続
けられる社会の仕組みづくり

関係機関・団体等の連携の推進
・広域連携と地域連携のネットワークの強化
・民間団体との連携・協力の促進
・ＤＶ防止等民間活動助成事業

誰誰もが安心して働き続けられる社会の仕安心して働き
続けられる社会の仕組みづくり

多様な相談体制の整備
・電話(面接)相談 ・男性相談 ・LINE相談 ・外国語相談

安全な保護のための体制整備

調査研究の推進
・加害者対策の在り方

性暴力被害者に対する支援、ストーカー被害者に対する支援、セクシュアル・ハラスメントの防止、性・暴力表現への対応

取組を加速

誰誰もが安心して働き続けられる
社会の仕安心して働き続けられる

社会の仕組みづくり
人材育成の推進 適切な苦情処理

審議会配布資料



今後の予定

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

審議会総会

男女平等
参画部会

配偶者暴力
対策部会

審議会の流れ

第
１
回

（
諮
問
）

第
１
回

第
１
回

計

画

公

表

答申素案（中間のまとめ）の検討 答申案検討

パブリック
コメント

計画策定
（パブコメ）

第
２
回

（
中
間
ま
と
め
）

第
３
回

（
答
申
）

第
２
回

第
３
回

第
４
回

第
２
回

第
３
回

第
４
回

女性も男性も輝く
TOKYO会議

第
１
回

第
２
回

取組(案)作成



４ 東京都の男女平等参画施策への意見


